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表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ諸行事紹介   ２〜９
（若杉クラブ第３回高齢者学級）
（若杉クラブ会員研修旅行）
（若杉クラブ秋期歩こう会）
（県老連相互支援リーダー研修会）
（県老連会長表彰受賞者紹介）
（若杉クラブ健康サポート員研修会）
（県老連健康を進める運動研修会）

● 地区クラブ紹介   ９
● クラブ活動紹介   ９〜１０
● 会員のひろば   １０〜１２
● 広報部のお知らせ   １２
● 会員訃報   １２
● スナップでみる活動   １２

（会員研修旅行・体力測定講習会）

頁

鳥　名：ヤマガラ

撮影地：須恵町皿山公園

全国に分布する留鳥（日本に１年中生息

する）です。冬は外敵から身を守るためシ

ジュウカラやメジロ、エナガなど体が小さ

な者同士で群れを作って生活しています。

写真は公園のヤマザクラの花が咲くころ

「なにか来てくれ！」と期待して待ってい

ると、この鳥が現れてくれました。

（写真・文：上杉）
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昨
年
の
11
月
後
半
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
状
況
増
え
続
け

る
中
、
万
全
の
感
染
症
対
策
を
講
じ
て

県
老
連
や
若
杉
ク
ラ
ブ
の
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
第
3
回
高
齢
者

学
級
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
順
を
追
っ 

て
紹
介
し
ま
す
。

教
養
部
会
長　

渡
辺　

一
征

［
演
題
］

人
生
を
自
力
完
走
す
る
た
め
に 

～
80
歳
か
ら
で
も
遅
く
な
い
健
康

　

づ
く
り
の
取
り
組
み
～ 

［
講
師
］
福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

助
教　

古
瀬　

裕
次
郎
先
生

　

昨
年
10
月
20
日
（
木
）
ア
ザ
レ
ア

ホ
ー
ル
須
恵
に
お
い
て
「
第
3
回
高
齢

者
学
級
」
が
開
催
さ
れ
、
約
200
名
の
会

員
が
出
席
。

　

講
師
は
、
「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」

を
考
案
さ
れ
た
福
岡
大
学
（
故
）
田
中

宏
暁
名
誉
教
授
の
教
え
を
受
け
た
古
瀬

裕
次
郎
先
生
で
す
。
講
演
で
は
、
「
日

本
の
少
子
高
齢
化
と
お
金
」
「
フ
レ
イ

ル
」
「
福
岡
大
学
の
取
り
組
み
・
研

究
成
果
」
「
今
す
ぐ
始
め
ら
れ
る
運

動
！
」
に
つ
い
て
、
約
90
分
に
わ
た
り

熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

今
我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
寿
命

を
の
ば
す
た
め
の
効
果
的
な
方
法
や
留

意
す
べ
き
点
な
ど
、
大
変
役
に
立
つ
お

話
で
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

■
講
演
の
概
要

１
．
少
子
高
齢
化
の
進
行

　

現
在
の
日
本
は
、
高
齢
者
の
増
加
に

よ
る
国
の
医
療
費
が
増
大
、
そ
れ
を
支

え
る
労
働
人
口
は
減
少
し
女
性
の
出
生

率
の
低
下
が
益
々
国
を
支
え
る
若
い
人

を
減
ら
す
。

　

こ
の
こ
と
が
費
用
の
増
大
と
資
本
の

減
少
を
招
く
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」

（
図
1
）
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
高

齢
者
の
健
康
と
日
本
の
未
来
を
守
り
、

進
む
た
め
に
は
、
こ
の
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
断
ち
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

要
介
護
要
支
援
の
原
因
疾
患
は
、
認

知
症
、
脳
卒
中
、
衰
弱
、
足
腰
の
不
調

で
70
％
を
占
め
て
い
る
。

２
．
フ
レ
イ
ル
と
は

　

要
介
護
に
な
り
や
す
い
状
態
で
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
な
虚
脱
の
総
称

で
あ
る
。

　

フ
レ
イ
ル
判
定
基
準
は
左
記
の
と
お

り
。

①
体
重
減
少

②
活
力
低
下

③
活
動
度
低
下

④
歩
行
速
度
低
下

⑤
記
憶
力
低
下

　

5
項
目
の
う
ち
3
項
目
以
上
該
当
で

フ
レ
イ
ル
、
1
～
2
項
目
以
上
で
プ
レ

フ
レ
イ
ル
（
予
備
群
）
と
判
定
。

　

フ
レ
イ
ル
判
定
2
年
後
の
要
介
護
認

定
率
は
左
記
の
と
お
り
。

・
健
常　
　
　
　
　

0
.
8

％

・
プ
レ
フ
レ
イ
ル　

8
.
7

％

・
フ
レ
イ
ル　
　
　

3
0
.
0

％

３
．
福
岡
大
学
の
取
り
組
み
・
研
究
の

成
果

　

福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
は
、

医
療
費
抑
制
の
た
め
、
全
国
の
自
治
体

と
連
携
し
て
、「
高
齢
者
が
長
時
間
無

理
な
く
続
け
ら
れ
る
強
度
の
運
動
で
あ

る
有
酸
素
運
動
（
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
）」の
研
究
を
行
い
次
の
成
果
を
得
た
。

①
一
人
当
た
り
5
万
～
13
万
円
の
医

療
費
を
抑
制
で
き
、
100
人
が
継

続
す
る
だ
け
で
五
百
万
円
か
ら

一
千
三
百
万
の
医
療
費
が
抑
制
で

き
る
。

②
要
介
護
の
方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も

認
知
機
能
は
改
善
す
る
。
ま
た
、

認
知
症
の
発
症
・
進
行
を
遅
ら
せ

る
可
能
性
が
あ
る
。

③
生
活
習
慣
病
の
病
状
改
善
や
筋
力
の

改
善
、
筋
量
増
加
の
可
能
性
が
あ
る
。

④
有
酸
素
運
動
に
つ
い
て

高
齢
者
の
有
酸
素
運
動
に
は
、

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
と
「
ス
ロ
ー

（
次
頁
に
続
く
）

令
和
4
年
度
若
杉
ク
ラ
ブ

第
3
回
高
齢
者
学
級

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

図1 「負のスパイラル」
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ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
が
あ
る
が
全
く
別

の
運
動
で
あ
る
。
そ
の
違
い
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
ふ
く
ら
は

ぎ
、
脛
な
ど
を
振
り
子
運
動
で
鍛

え
る
。

時
速
8
㎞
以
上
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

は
、
す
ね
が
疲
労
し
き
つ
い
。
歩

く
ペ
ー
ス
で
は
な
い
。

　

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
腹
筋

群
、
大
腿
前
部
、
臀
部
等
を
鍛
え

る
。
両
足
が
一
瞬
浮
く
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
り
、
小
ジ
ャ
ン
プ
の
連
続

で
あ
る
。

４
．
今
す
ぐ
始
め
ら
れ
る
運
動
！

　

福
岡
大
学
（
故
）
田
中
宏
暁
名
誉
教

授
が
提
唱
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

は
、
「
話
な
が
ら
で
も
で
き
る
ニ
コ
ニ

コ
ペ
ー
ス
の
運
動
」
で
あ
る
。
こ
の
運

動
は
高
齢
者
で
も
無
理
な
く
続
け
ら

れ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
て
2
倍
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
。
運
動
時
間

の
目
安
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
。
生
活

習
慣
病
予
防
、
認
知
症
予
防
の
ス
タ
ミ

ナ
を
保
つ
た
め
、
今
す
ぐ
「
ニ
コ
ニ
コ

ペ
ー
ス
の
運
動
」
に
取
り
組
も
う
。

■
受
講
し
て
の
感
想

　

古
瀬
裕
次
郎
先
生
は
34
歳
と
大
変
若

く
、
先
生
の
助
手
と
間
違
え
る
と
こ
ろ

で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
各
種
の
統
計
資
料
を
ス

ラ
イ
ド
で
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
実
技

は
動
画
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
、
「
皆
さ

ん
に
し
か
解
決
で
き
な
い
国
の
最
重
要

課
題
を
託
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
ニ
コ
ニ
コ

ペ
ー
ス
の
軽
い
有
酸
素
運
動
で
健
康
寿

命
を
の
ば
し
益
々
元
気
で
楽
し
い
若
過

ぎ
る
ク
ラ
ブ
へ
と
躍
進
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

～
一
泊
二
日
の
佐
賀
城
歴
史
館

　

・
長
崎
出
津
教
会
の
探
訪
～

研
修
部
会
長　

駒
山　

悦
章

　

昨
年
10
月
24
日
（
月
）
か
ら
25
日

（
火
）
に
か
け
て
会
員
研
修
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
前
年
の
43
名
を

上
回
る
66
名
で
す
。
出
発
日
の
早
朝
は

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
そ
の
後
天

候
は
回
復
。
二
日
目
は
朝
か
ら
好
天
に

恵
ま
れ
、
一
行
は
楽
し
い
思
い
出
と
沢

山
の
お
土
産
を
持
っ
て
無
事
に
須
恵
町

に
帰
着
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
研
修

旅
行
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

出
発
日
の
朝
、
参
加
者
は
大
型
バ
ス

2
台
に
分
乗
し
、
最
初
の
目
的
地
で
あ

る
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
に
向
か
い
ま
し

た
。
途
中
基
山
パ
ー
キ
ン
グ
で
1
号
車

と
2
号
車
が
合
流
、
2
号
車
に
ま
と
め

て
積
ん
で
い
た
飲
み
物
を
1
号
車
に
分

配
後
、
佐
賀
城
に
向
か
い
ま
し
た
。

 

こ
の
頃
に
な
る
と
空
模
様
は
回
復
、

飲
み
物
も
手
に
入
り
、
皆
は
気
分
も
晴

れ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

■
佐
賀
城
本
丸
歴
史
資
料
館

　

佐
賀
城
は
、
第
10
代
藩
主
鍋
島
直
正

（
閑
叟
）
が
1838
（
天
保
9
）
年
に
再

建
、
完
成
後
に
本
丸
に
入
り
藩
政
を
取

り
仕
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
佐
賀
城
本
丸
御
殿
の

一
部
を
忠
実
に
復
元
し
て
佐
賀
城
址
に

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
内
に
入
る
と

45
ｍ
も
続
く
畳
敷
き
の
長
い
廊
下
や
320

畳
の
大
広
間
が
広
が
っ
て
お
り
、
心
地

よ
い
和
の
空
間
が
体
感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
賀
城
の
変
遷
や
特
徴
、
幕
末

維
新
期
の
佐
賀
、
10
代
藩
主
鍋
島
直
正

が
行
っ
た
近
代
化
の
取
り
組
み
が
分
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の

近
代
化
に
貢
献
し
た
幕
末
維
新
期
の
佐

賀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
く
の
「
い
け
す
海
幸
」

で
美
味
し
い
料
理
と
飲
み
物
で
豪
華
な

（
？
）
昼
食
を
頂
き
、
次
の
目
的
地
で

あ
る
佐
賀
空
港
コ
ス
モ
ス
園
に
向
か
い

ま
し
た
。 　
　
　

（
次
頁
に
続
く
）

令
和
4
年
度
若
杉
ク
ラ
ブ

会
員
研
修
旅
行

図2 「運動時間の目安」
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■
佐
賀
空
港
コ
ス
モ
ス
園

　

佐
賀
市
川
副
町
佐
賀
空
港
東
側
に
あ

る
敷
地
5
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
コ
ス
モ

ス
園
」
に
は
約
300
万
本
の
ピ
ン
ク
や

白
、
赤
の
花
を
咲
か
せ
た
コ
ス
モ
ス
も

丁
度
見
ご
ろ
で
し
た
。
秋
晴
れ
に
映
え

る
コ
ス
モ
ス
や
白
い
そ
ば
の
花
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
素
晴
ら
し
い
景
観
で
し

た
。

　

皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
に
散
策
し
、

美
し
い
景
観
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
「
道

の
駅
し
ろ
い
し
」
に
寄
り
、
本
日
の
宿

「
ホ
テ
ル
矢
太
楼
南
館
」
に
向
か
い
ま

し
た
。

■
長
崎
・
夜
景
の
見
え
る
宿
「
ホ
テ
ル

矢
太
楼
南
館
」

　

ホ
テ
ル
に
は
少
し
遅
れ
て
到
着
。
懇

親
会
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
カ
ラ
オ

ケ
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
美
味
し

い
料
理
や
飲
み
物
を
頂
き
な
が
ら
女
性

参
加
者
の
「
日
本
舞
踊
」
の
出
し
物
が

華
を
添
え
、
そ
の
後
は
、
外
れ
無
し
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
会
員
も
多

く
、
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」
「
ま

た
、
次
も
参
加
し
た
い
」
と
の
声
が
聞

か
れ
、
担
当
の
研
修
部
長
と
し
て
大
変

美
し
い
建
物
で
し
た
。
な
お
、
鐘
楼
の

鐘
は
神
父
が
母
国
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取

り
寄
せ
た
も
の
で
、
内
部
は
、
3
廊
式

の
漆
喰
塗
平
天
井
、
円
の
柱
で
、
白
い

壁
と
天
井
に
木
の
柱
・
梁
が
露
出
し
日

本
の
伝
統
建
築
の
よ
う
で
し
た
。 

ま

た
、
神
父
は
慈
善
事
業
に
も
力
を
入
れ

出
津
救
助
院
な
ど
を
創
設
し
て
女
性
の

自
立
を
促
し
ま
し
た
。
こ
の
功
績
を
偲

ん
で
神
父
が
教
会
か
ら
救
助
院
を
行
き

来
し
た
小
径
に
は
「
ド
・
ロ
神
父
の
里

道
」
の
道
標
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
津
地
区
の
歴
史
を
た
っ
ぷ
り
学
ん

だ
一
行
は
、
こ
の
後
、
昼
食
会
場
の
西

海
橋
物
産
館
魚
魚
（
と
と
）
市
場
に
直

行
。
少
し
遅
め
の
昼
食
と
り
、
バ
ル
コ

ニ
ー
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
渦
潮
を
見

て
帰
路
へ
。
途
中
、
カ
ス
テ
ラ
で
有
名

な
和
泉
屋
に
寄
り
無
事
帰
着
し
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
旅
行
は
、
国
内
旅
行

支
援
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、
良
い
ホ
テ

ル
、
美
味
し
い
料
理
を
満
喫
、
古
い
歴

史
的
遺
産
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
ブ
ラ

ボ
ー
！
な
旅
行
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
旅
を
企
画

し
て
く
れ
た
旅
行
社
と
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
前
に
、

希
望
者
は
近
く
の
風
頭
公
園
の
坂
本
龍

馬
像
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
龍
馬
像

の
あ
る
小
広
場
は
、
司
馬
遼
太
郎
の

「
龍
馬
が
行
く
」
の
一
句
が
刻
ま
れ
た

文
学
碑
も
あ
り
龍
馬
フ
ァ
ン
の
聖
地
で

す
。

■
世
界
遺
産
・
出
津
教
会

　

二
日
目
は
、
絶
好
の
日
和
に
恵
ま
れ

世
界
遺
産
・
出
津
教
会
に
向
か
い
ま
し

た
。
途
中
「
道
の
駅
夕
陽
が
丘
そ
と

め
」
で
、
外
海
（
そ
と
め
）
歴
史
民
俗

資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
資
料
館
で

は
、
外
海
地
区
の
先
史
時
代
の
遺
跡
や

中
世
の
神
浦
氏
の
歴
史
、
近
世
の
大

村
・
佐
賀
両
藩
の
支
配
下
に
お
け
る
キ

リ
シ
タ
ン
の
特
異
な
歴
史
・
文
化
な
ど

を
見
て
、
外
海
地
区
の
歴
史
、
民
俗
、

文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
資
料
館
か
ら
徒
歩
10
分
位
に
と

こ
ろ
に
あ
る
出
津
（
し
つ
）
教
会
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

か
っ
て
外
海
一
帯
に
は
、
5000
人
近
い

信
者
が
い
ま
し
た
が
、
江
戸
幕
府
の
禁

教
政
策
に
よ
り
、
大
村
藩
は
厳
し
く
取

り
締
ま
り
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
外

海
は
大
村
城
下
よ
り
遠
く
、
ま
た
出
津

や
黒
崎
な
ど
は
比
較
的
寛
容
な
佐
賀
藩

の
飛
び
地
も
混
じ
り
、
多
く
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
が
い
た
そ
う
で
す
。

　

元
治
2
年
3
月
、
ひ
そ
か
に
出
津
を

訪
れ
た
宣
教
師
に
よ
り
信
徒
が
発
見
さ

れ
て
か
ら
半
年
後
に
200
戸
が
カ
ト
リ
ッ

ク
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

明
治
12
年
に
司
祭
と
し
て
赴
任
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
の
マ
ル
コ
・
マ
リ
・
ド
・

ロ
神
父
は
、
明
治
15
年
に
自
分
で
設
計

し
私
財
を
投
じ
て
信
者
と
力
を
合
わ
せ

出
津
教
会
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

教
会
は
、
強
い
海
風
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
屋
根
を
低
く
し
た
木
造
平
屋
で

漆
喰
（
し
っ
く
い
）
の
白
い
外
壁
が
山

の
緑
に
映
え
、
清
楚
な
た
た
ず
ま
い
の

風の強い山の斜面に建つ

出津教会



− ５ −

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長　

今
泉　

敏
英

　

昨
年
11
月
10
日
（
木
）、
若
杉
ク
ラ

ブ
で
は
、
小
学
校
区
毎
に
秋
期
歩
こ
う

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
校
区
ご
と
の
目

的
地
と
催
す
イ
ベ
ン
ト
は
、
10
月
13
日

（
木
）の
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
会
議
に
お
い

て
、次
の
通
り
に
決
定
し
ま
し
た
。（
上

か
ら
校
区
名
、
目
的
地
、
イ
ベ
ン
ト
名

で
す
）

①
第
一
小
校
区
・
佐
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

②
第
二
小
校
区
・
駕
与
丁
公
園
・
く
じ

引
き
大
会

③
第
三
小
校
区
・
恵
西
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
輪
投
げ
大
会

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま

れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
午
前 

時
の

集
合
時
間
に
間
に
会
う
よ
う
に
連
れ

だ
っ
て
目
的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
目

的
地
ま
で
の
移
動
は
歩
こ
う
会
で
す
か

ら
『
歩
こ
う
』
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、

車
を
利
用
さ
れ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
会
員
相
互
の
交
流
の
側
面
も
あ

り
止
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
令
和
5
年
度
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
会

議
で
「
あ
り
方
」
を
協
議
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
参
加
者
は
、
第
一
校

区
が
111
人
、
第
二
小
校
区
が
72
人
、
第

三
校
区
が
122
人
、
合
計
305
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第
三

小
校
区
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
、
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
は
午
前
10

時
に
集
合
し
、
輪
投
げ
や
大
会
の
準
備

を
行
い
ま
し
た
。
午
前
11
時
の
開
会
挨

拶
の
後
、
早
速
、
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
5

名
が
出
場
し
て
豪
華
な
賞
品
が
獲
得
で

き
る
「
輪
投
げ
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

豪
華
賞
品
が
貰
え
る
と
あ
っ
て
、
皆

さ
ん
は
自
分
た
ち
の
選
手
が
投
げ
る
時

は
、
ま
わ
り
を
囲
み
大
き
な
声
で
声
援

を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。
成
績
は
、
優
勝

が
旅
石
豊
寿
会
、
準
優
勝
が
恵
西
百
寿

会
、
三
位
は
新
原
新
楽
会
で
し
た
。

　

輪
投
げ
大
会
が
終
わ
っ
た
後
は
、
単

位
ク
ラ
ブ
ご
と
に
昼
食
な
ど
を
楽
し

み
、
最
後
は
閉
会
の
挨
拶
で
解
散
し
ま

し
た
。

　

今
回
初
め
て
輪
投
げ
大
会
を
行
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
楽
し
い

歩
こ
う
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長　

藤　

英
寿

　

昨
年
11
月
17
日
（
木
）、
春
日
市
の

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
令
和

4
年
度
福
岡
地
区
高
齢
者
相
互
支
援

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
105
名
。若
杉
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、

新
任
の
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
で
相
互

支
援
活
動
員
の
リ
ー
ダ
ー
の
百
田
邦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
次
頁
に
続
く
）

秋
期
歩
こ
う
会
を
開
催

県
老
連
福
岡
地
区

相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３

輪投げに興じる皆さん（入らんね！）
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（
佐
谷
建
正
会
）
、
笹
原
一
子
（
上
須

恵
若
水
会
）
、
吉
村
靖
子
（
大
島
原
若

翔
会
）
と
、
引
率
者
と
し
て
私
が
出
席

し
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
午
前
10
時
30

分
に
始
ま
り
、
講
演
2
題
、
昼
食
を
挟

ん
で
事
例
発
表
2
例
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
講
演
の
前
に
会
員
増
強
運

動
の
県
老
連
会
長
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
は
、
事
例
発
表
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

　

事
例
発
表
は
、
春
日
市
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
藤
井
隆
夫
事
務
局
長
の
「
春

日
市
の
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
活
動
」
と
大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
豊
永
蘭
子
事
務
局
長
の
「
高
齢

者
相
互
支
援
活
動
実
施
状
況
等
の
実
例

発
表
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

春
日
市
の
取
り
組
み
は
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
～
地
域
の
支
え
合
い
」
と

い
う
体
制
に
お
い
て
、
自
治
会
を
主
体

と
し
た
『
ご
近
所
つ
な
が
り
活
動
』
と

い
う
、
地
域
住
民
の
さ
り
げ
な
い
見
守

り
な
ど
か
ら
、
隣
近
所
の
異
変
に
気
付

い
た
情
報
を
自
治
会
役
員
や
民
生
委

員
・
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
『
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
自
治
会
で
存
在

感
を
発
揮
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い

る
』
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ
の
事
例

は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
重
な
る
と

こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
大
変
共
感
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
野
城
市
の
取
り
組
み
は
、

県
老
連
の
実
施
要
領
に
基
づ
い
て
活
動

し
お
り
、
市
の
団
体
と
連
携
し
た
い
が

難
し
い
と
の
内
容
で
し
た
。

　

事
例
発
表
を
聴
講
し
た
感
想
で
す

が
、
超
高
齢
社
会
が
進
み
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
本
町
で
も
、
町
の

関
係
す
る
団
体
で
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
（
仮
称
）」
を
構
築
す

れ
ば
、
見
守
り
が
行
き
届
か
な
い
人
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
取
り
組
み
が

可
能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
研
修
会
は
、
新
任
の

単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
に
と
っ
て
は
意

義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
総
務　

白
水　

勝
元

「
県
老
連
会
長
表
彰
」山
の
神

親
和
会
B
潰
田
会
長
が
受
賞

　

昨
年
の
11
月
22
日
（
火
）
福
岡
県
庁

3
階
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
4
年

度
福
岡
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
」

お
い
て
、「
令
和
4
年
度
福
岡
県
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
」
の
授
与
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
与
者
は
125
名
、

若
杉
ク
ラ
ブ
（
以
下
本
会
）
か
ら
は
、

山
の
神
親
和
Ｂ
会
長
の
潰
田
と
し
子
さ

ん
が
授
与
さ
れ
、
令
和
4
年
12
月
6
日

の
定
例
役
員
会
で
本
会
の
合
屋
浩
寿
会

長
が
伝
達
し
ま
し
た
。

　

潰
田
と
し
子
さ
ん
は
、
平
成
29
年
4

月
か
ら
山
の
神
親
和
会
Ｂ
の
会
長
と
し

て
、
会
員
の
健
康
づ
く
り
や
地
域
の
奉

仕
活
動
に
取
り
組
む
と
共
に
、
高
齢
者

相
互
支
援
活
動
、
会
員
増
強
運
動
に
率

先
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
研
修
部
会
に

（
次
頁
に
続
く
）

受賞された潰田とし子さん
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所
属
し
、
新
旧
役
員
研
修
旅
行
や
会
員

研
修
旅
行
、
新
春
初
詣
の
事
業
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
会
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部
副
部
長

江
見　

由
美
子

　

皆
さ
ん
は
こ
の
30
年
で
平
均
寿
命
が

5
歳
以
上
伸
び
、
こ
れ
に
伴
っ
て
健
康

な
期
間
と
不
健
康
な
期
間
も
伸
び
て

い
る
こ
と
は
ご
存
知
で
す
ね
。
ま
た
、

第
3
回
高
齢
者
学
級
（
2
頁
掲
載
）で
、

「
男
性
の
平
均
寿
命
の
最
後
の
9
年
間
、

女
性
は
13
年
間
の
不
健
康
な
期
間
を
過

ご
す
」
と
い
う
こ
と
や
、「
不
健
康
に

な
る
時
点
を
遅
ら
せ
医
療
や
介
護
に
頼

ら
ず
自
分
の
意
思
で
生
活
で
き
る
期
間

を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と

学
ん
だ
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
若
杉
ク
ラ
ブ
健
康

推
進
部
会
が
、
昨
年
11
月
24
日
（
木
）、

あ
お
ば
会
館
体
育
館
で
令
和
4
年
度
健

康
サ
ポ
ー
ト
員
研
修
会
と
し
て
「
体
力

測
定
講
習
会
」
を
開
催
、
私
た
ち
女
性

部
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
の
目
的
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
で

体
力
測
定
会
を
行
う
た
め
の
「
会
場
づ

く
り
と
実
技
」
の
習
得
で
す
。
参
加
者

は
、
執
行
部
と
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
・

健
康
サ
ポ
ー
ト
員
・
女
性
部
長
の
48
名
。

講
師
と
し
て
県
老
連
事
務
局
活
動
推
進

員
の
奥
村
幸
夫
、
松
田
ル
ミ
子
さ
ん
が

来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
づ
く
り
は
、
講
師
の
指
導
を
受

け
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
が
午
前
8
時
30
分

か
ら
約
1
時
間
行
い
、
そ
の
後
、
10
時

か
ら
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
と
体
力

測
定
の
実
技
の
講
習
を
12
時
ま
で
受
け

ま
し
た
。

　

体
力
測
定
は
、
握
力
・
長
座
体
前

屈
・
10
ｍ
障
害
物
歩
行
・
開
眼
片
足
立

ち
の
4
種
目
を
実
施
、
測
定
結
果
は
事

前
に
渡
さ
れ
た
結
果
集
計
表
に
自
分
で

記
入
し
ま
し
た
。
集
計
表
に
は
種
目
別

得
点
表
・
総
合
評
価
基
準
表
が
添
付
さ

れ
、
自
分
の
体
力
が
何
歳
レ
ベ
ル
か
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
目
の
実
技
場
所
で
は
、

実
技
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
参
加
者

が
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
実
施
要
領
に
基

づ
い
て
サ
ポ
ー
ト
。
こ
れ
も
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
講
習
会
は
、
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
年
1
回
は
体

力
測
定
を
行
い
、
「
自
分
の
体
力
の
現

況
を
知
っ
て
自
分
に
適
し
た
運
動
や
生

活
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
」
が
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た

楽
し
い
講
習
会
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
私
の
評
価
基
準
は
？
才
、

愕
然
と
し
ま
し
た
。
早
速
、
ニ
コ
ニ
コ

ペ
ー
ス
の
運
動
を
は
じ
め
よ
う
っ
と
！

（
笑
い
）
。

若
杉
ク
ラ
ブ

体
力
測
定
講
習
会

開眼片足立ちの練習（手は腰ですよ！）
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健
康
推
進
部
会
員　

柴
田　

真
人

　

昨
年
の
12
月
9
日
（
金
）
春
日
市
の

ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
お
い
て
、
令
和
年

度
県
老
連
「
健
康
を
進
め
る
運
動
」
推

進
研
修
会
」
が
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
私
と

事
務
局
長
を
含
め
約
140
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
午
前
中
に
講
演
二
題
、

午
後
か
ら
講
演
一
題
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
講
演
二
題
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

■
講
演
概
要
そ
の
一

［
演
題
］
ニ
セ
電
話
詐
欺
根
絶
に
向
け

て

［
講
師
］
福
岡
県
警
察
本
部
生
活
安
全

部
生
活
」
安
全
総
務
課
犯

罪
抑
止
対
策
室

警
部
補　

加
藤　

智
士 

氏

１
．
福
岡
県
の
被
害
状
況

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
令
和
年
11
月
現
在
で
、
被
害

額
は
７
億
９
、
１
３
０
万
円
で
前
年
同

期
比
＋
２
億
５
７
０
８
万
円
で
す
。
認

知
件
数
は
３
２
３
件
で
前
年
同
期
比
＋

３
４
件
で
す
。

２
．
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
を
防
ぐ
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

犯
人
は
、
警
察
官
、
自
治
体
職
員
、

百
貨
店
職
員
、
金
融
機
関
職
員
、
弁
護

士
な
ど
色
々
な
者
に
な
り
す
ま
し
、
あ

な
た
の
大
切
な
財
産
を
狙
っ
て
き
ま

す
。

▼
ポ
イ
ン
ト
①

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
介
護
保
険

料
、
解
決
金
な
ど
の
「
お
金
の
話
」
が

で
た
ら
要
注
意
！

▼
ポ
イ
ン
ト
②

　

電
話
で
お
金
の
話
が
で
た
ら
・
・
・

一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
・
警
察
・
自

治
体
な
ど
に
ま
ず
は
相
談
を
！

▼
ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

「
ま
っ
太
フ
ォ
ン
」
（
防
犯
機
能
付
き

電
話
機
器
）
と
留
守
番
電
話
の
設
定
が

有
効
！
（
ま
っ
太
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検

討
さ
れ
る
方
は
お
近
く
の
家
電
店
に
ご

相
談
下
さ
い
）

■
講
演
概
要
そ
の
二

［
演
題
］
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

た
め

［
講
師
］
公
益
社
団
法
人

福
岡
県
介
護
福
祉
会
副
会
長

小
島　

香
代
子　

氏

１
．
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

　

オ
ー
ラ
ル
と
は
口
、
フ
レ
イ
ル
は
虚

弱
。
か
た
い
物
が
食
べ
づ
ら
く
な
っ
た

り
、
滑
舌
が
悪
く
な
っ
た
り
、
加
齢
に

伴
う
お
口
の
衰
え
が
栄
養
不
足
や
気
持

ち
の
落
ち
込
み
を
引
き
起
こ
す
現
象

や
、
そ
の
過
程
を
言
い
ま
す
。
お
口
の

健
康
は
、
身
体
と
心
の
健
康
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

２
．
歯
の
喪
失
予
防
・
口
の
機
能
維
持

 

自
分
の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
。
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
こ
こ
で
は
省
略
）
で
チ
ェ
ッ
ク
が
一

つ
で
も
あ
れ
ば
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

検
診
を
！
年
2
回
は
歯
科
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

３
．
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
と
口
腔
体
操

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
表
（
こ
こ
で
は
省
略
）
で
４

点
以
上
は
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
危
険

性
が
高
い
の
で
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に

定
期
的
に
通
い
ま
し
ょ
う
。
口
腔
体
操

は
、
お
口
・
舌
の
動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に

（
次
頁
に
続
く
）

県
老
連「
健
康
を
進
め
る

運
動
」推
進
研
修
会
に
参
加
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す
る
体
操
（
パ
タ
カ
ラ
体
操
・
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。

４
．
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
・
た
く
さ
ん
食
べ
て
・

た
く
さ
ん
出
か
け
て
・
た
く
さ
ん
笑
い

ま
し
ょ
う
。

■
研
修
会
に
参
加
し
て
の
感
想

　

講
演
そ
の
一
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
講

演
は
、
高
齢
者
が
詐
欺
に
遭
い
や
す
い

理
由
や
典
型
的
な
手
口
、
対
策
方
法
な

ど
、
啓
発
動
画
を
交
え
た
内
容
で
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
一
度
、
高
齢
者

学
級
で
会
員
の
皆
さ
ん
に
学
習
し
て
貰

い
た
い
講
演
で
し
た
。

旭
ヶ
丘
旭
寿
会
会
長　

松
本　

譲

　

旭
ヶ
丘
旭
寿
会
を
紹
介
し
ま
す
。
年

間
の
活
動
と
し
て
は
、
毎
月
開
催
の
定

例
会
、
年
10
回
の
資
源
回
収
、
若
杉
ク

ラ
ブ
や
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
会
員
は
35
名
で
す
。

　

定
例
会
で
は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
及
び

旭
ヶ
丘
区
な
ど
の
行
事
予
定
や
報
告
な

ど
を
行
い
、
そ
の
後
、
脳
ト
レ
ク
イ

ズ
、
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
脳
ト
レ
ク
イ
ズ

は
、
認
知
機
能
の
低
下
を
遅
ら
せ
る
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

か
な
や
漢
字
の
問
題
、
間
違
い
探
し
、

数
の
パ
ズ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最

近
、
会
員
の
方
か
ら
大
型
の
テ
レ
ビ
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
画
面
を

見
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

体
操
は
、
座
っ
て
で
き
る
「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
」
「
貯
筋
体
操
」
な
ど

を
、
動
画
（Y
o
u
T
u
b
e

）
を
見
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
福
祉
協
議

会
か
ら
用
具
を
借
り
て
競
技
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
成
績
を
集
計
し
、
得
点
の

上
位
の
方
に
は
少
額
の
お
菓
子
で
す
が

賞
品
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は

女
性
部
の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
昼
食
を
楽
し
く
食
べ
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
、
弁
当
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
回
収
は
、
早
朝
8
時
か
ら
行
い

ま
す
。
各
自
が
集
積
場
所
ま
で
運
ん
で

来
た
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
お
持
ち
の
会

員
さ
ん
が
区
内
を
回
っ
て
集
め
て
来
て

い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
分
別
を
し
て
い

ま
す
。
収
益
は
少
な
い
で
す
が
、
作
業

を
し
な
が
ら
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
秋
に
日
帰
り
旅
行
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
や
め
て
い

ま
す
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
始
め
て
も
い
い

の
で
は
と
の
意
見
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
対
策
を
十
分

に
行
い
、
会
の
行
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
発
表
会
に
向
け
て
意
欲
満
々
～

フ
ラ
ダ
ン
ス
部

新
原
新
楽
会　

上
別
府　

由
子

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
部
に
入
会
し
て
早
や
三

年
、
ひ
と
月
二
回
皆
さ
ん
に
お
会
い
し

て
、
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
先
生
の
指
導

の
も
と
昔
か
ら
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
次
頁
に
続
く
）

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
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フ
ラ
ダ
ン
ス
は
そ
ん
な
に
き
つ
く
な
く
、

ゆ
る
や
か
な
踊
り
で
す
の
で
私
で
も
出

来
る
楽
し
い
踊
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
の
皆
さ
ん
は
、
九
十
歳
を
最
年

長
に
八
十
歳
代
が
一
番
多
く
ほ
か
七
十

歳
代
と
全
部
合
わ
せ
て
十
人
で
す
。
私

も
運
動
が
全
然
足
り
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
て
か
ら
体
重

が
少
し
ず
つ
減
り
ま
し
た
。
休
み
時
間

は
そ
の
日
の
食
事
の
献
立
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
り
し
て
そ
れ
は
楽
し
い
も
の

で
す
。

　

私
は
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
仕
事
人
間
で
し
た
け
ど
、

三
人
の
子
ど
も
達
が
独
立
し
た
こ
こ
十

年
余
り
、
よ
し
今
度
は
自
分
の
為
に
生

き
る
の
だ
と
思
い
い
ろ
い
ろ
と
趣
味
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
出
来
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
周
り
の
人
達
が
良

い
人
ば
か
り
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
フ
ラ
ダ
ン
ス
部
で
は
、
今
年
の

「
会
員
の
集
い
」
の
発
表
に
向
け
て
、

新
し
い
曲
と
踊
り
を
覚
え
て
い
こ
う
と

全
員
が
意
欲
満
々
で
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
入

部
さ
れ
た
ら
ま
た
楽
し
さ
が
増
え
て
く

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
や

部
長
を
は
じ
め
全
員
が
皆
様
の
入
部
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
「
会
員

の
集
い
」
で
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
楽

し
い
で
す
よ
！

▼
連
絡
先　

電
話　

９
３
６
・
４
５
７
８

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

今
村　

桂
子

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
全
国
旅
行
支

援
が
再
開
さ
れ
た
。
一
泊
旅
行
、
日
帰

り
旅
行
と
も
、
利
用
施
設
の
割
引
や
地

域
限
定
の
買
い
物
券
が
支
給
さ
れ
る
。

私
も
11
月
の
若
杉
ク
ラ
ブ
一
泊
旅
行
を

か
わ
き
り
に
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
筑
後

温
泉
一
泊
旅
行
、
友
人
た
ち
と
の
鷹
島

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
。
12
月
に
入
り
南

米
里
山
王
ク
ラ
ブ
の
唐
津
日
帰
り
バ
ス

ツ
ア
ー
と
、
お
得
感
が
満
載
の
旅
行
を

4
回
も
楽
し
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ

ん
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
3
回
か
ら
5
回

接
種
し
て
の
参
加
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ

マ
ス
ク
は
必
需
品
だ
が
、
バ
ス
の
中
で

は
飲
み
会
が
始
ま
っ
た
り
、
賑
や
か
な

話
し
に
花
が
咲
い
て
親
睦
が
深
ま
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
の
活
用
も
加
速
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
離
れ
た
場
所
に
居
て
も
リ
モ
ー
ト

会
議
を
し
た
り
、
リ
モ
ー
ト
で
授
業
を

う
け
た
り
と
便
利
に
な
っ
た
が
、
我
々

シ
ニ
ア
世
代
は
つ
い
て
い
く
の
に
必
死

で
あ
る
。

　

今
や
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
人

の
方
が
少
な
く
な
り
、
家
に
電
話
が
無

く
て
も
ひ
と
り
一
台
の
携
帯
電
話
を
持

ち
、
ど
こ
に
い
て
も
電
話
を
受
け
た

り
、
掛
け
た
り
す
る
事
が
で
き
る
。
若

い
頃
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
な

ん
と
便
利
な
時
代
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

し
か
も
、
殆
ど
の
人
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
だ
。
何
で
も
調
べ
る
こ
と
が
で

き
、
辞
書
顔
負
け
で
あ
る
。
乗
り
物
の

時
間
や
乗
り
場
、
道
順
ま
で
教
え
て
く

れ
て
、
目
的
地
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

る
。
情
報
を
得
る
、
音
楽
を
聞
く
、
カ

（
次
頁
に
続
く
）

目
標
は「
し
な
や
か
に
対
応
」

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号
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レ
ン
ダ
ー
機
能
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

を
す
る
、
録
音
や
メ
モ
、
万
歩
計
な

ど
、
使
い
こ
な
せ
ば
便
利
で
あ
る
が
、

情
報
流
出
な
ど
心
配
な
事
も
多
い
。

　

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
困
っ
た

事
が
あ
れ
ば
、
須
恵
町
役
場
に
開
設
さ

れ
て
い
る
無
料
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談

窓
口
を
利
用
さ
れ
た
ら
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
。

　

今
年
は
年
賀
状
に
も
変
化
が
あ
っ

た
。
携
帯
電
話
に
よ
る
年
賀
状
が
あ
ら

わ
れ
て
「
来
年
か
ら
は
携
帯
電
話
か
ら

年
賀
の
ご
挨
拶
を
致
し
ま
す
」
と
『
年

賀
状
じ
ま
い
』
の
ハ
ガ
キ
ま
で
あ
ら
わ

れ
た
。
今
後
ま
す
ま
す
、
ハ
ガ
キ
に
よ

る
年
賀
状
は
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
。

　

令
和
5
年
は
、
う
さ
ぎ
年
。
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
で
、
少
し

で
も
前
進
し
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。

城
山
福
寿
会
会
長
Ｂ　

大
藪　

澄
子

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、

旅
の
楽
し
さ
を
求
め
11
月
11
日
～
12
日

に
、
県
老
連
指
定
の
「
ホ
テ
ル
松
竜
園

海
星
」
に
総
勢
30
名
で
一
泊
の
旅
。

　

感
想
を
募
り
4
名
の
方
に
書
い
て
頂

き
ま
し
た
。

［
女
性
85
歳
］ 

天
草
で
の
宿
泊
は
初

の
事
。
宮
城
県
の
松
島
に
例
え
ら
れ
る

美
し
い
島
々
と
海
の
蒼
さ
、
夕
焼
け
朝

焼
け
と
自
然
の
美
し
さ
素
晴
ら
し
さ
を

満
喫
し
ま
し
た
。
食
事
の
時
に
会
長
曰

く
「
男
性
は
食
べ
る
の
に
集
中
す
る
が

女
性
は
食
事
中
も
変
わ
ら
ず
楽
し
そ
う

に
お
喋
り
す
る
事
を
発
見
」
と
。
向
陽

寺
の
ご
住
職
の
話
も
絡
め
て
思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と

心
地
良
い
疲
れ
で
の
帰
宅
で
し
た
。
ホ

テ
ル
の
送
迎
バ
ス
二
人
の
運
転
手
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
‼

［
女
性
78
歳
］ 

紅
葉
日
和
で
心
地
良

親
睦
旅
行
に
参
加
し
て

い
バ
ス
旅
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
初
日
は

九
時
に
公
民
館
出
発
。
す
ぐ
に
お
や
つ

が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、

お
茶
や
ビ
ー
ル
等
も
配
ら
れ
賑
や
か
！

ビ
ン
ゴ
は
、
行
き
交
う
車
の
ナ
ン
バ
ー

が
的
。
年
を
重
ね
て
も
何
か
が
当
た
る

と
嬉
し
い
。
早
朝
か
ら
迎
え
に
来
て
下

さ
っ
た
ホ
テ
ル
の
林
様
、
安
全
運
転
の

上
、
ミ
カ
ン
・
ポ
ン
カ
ン
が
山
の
斜
面

一
杯
に
あ
る
事
の
ガ
イ
ド
上
手
。
早
め

に
到
着
後
は
、
観
光
組
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
組
に
分
か
れ
て
夕
食
迄
有
意
義

に
過
ご
し
た
。
六
時
よ
り
懇
親
夕
食

会
。
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、

山
海
の
珍
味
、
特
に
新
鮮
な
魚
貝
の

数
々
に
満
腹
。
余
興
時
Ｔ
氏
の
「
ハ
ク

シ
ョ
ン
大
魔
王
」
に
皆
腹
を
か
か
え
て

大
爆
笑
。

　

二
日
目
も
九
時
出
発
、
ホ
テ
ル
の
ご

好
意
か
向
陽
寺
参
拝
。
多
才
で
笑
い
と

ト
ン
チ
の
ご
住
職
の
出
発
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
て
の
説
法
。
忘
れ
ち
ゃ
な
ら
な

い
三
千
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
で
、
海
産
物

を
楽
し
く
買
い
、
車
中
で
鼻
提
灯
は
い

な
い
も
の
の
、
夕
食
時
の
一
献
を
思
い

乍
ら
揺
ら
れ
感
謝
の
帰
宅
で
し
た
。

［
女
性
82
歳
］ 
海
星
到
着
後
す
ぐ
に

（
次
頁
に
続
く
）

天草千厳山展望台での

集合写真



− １２ −

体力講習会でいきいきクラブ体操

を受講する参加者

佐賀城址に立つ幕末屈指の

名君鍋島正直公の銅像

出津教会礼拝堂でド・ロ神父の

功績等の説明を聞く皆さん

心が洗われた佐賀城本丸歴史資

料館の長さ45ｍの畳敷きの廊下

体力講習会で握力測定する

参加者とサポートするスタッフ

威風堂々と長崎港を見下ろして

立つ坂本龍馬像(風頭公園)

観
光
組
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
組
に
分

か
れ
て
行
動
開
始
。
私
は
後
者
に
参

加
。
い
つ
も
の
小
石
だ
ら
け
の
城
山
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
異
な
り
、
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
の
緑
の
芝
生
。
私
の
打

つ
ボ
ー
ル
は
あ
ち
こ
ち
に
転
が
り
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
は
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
が
、

宴
会
前
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

会
長
を
は
じ
め
役
員
さ
ん
の
綿
密
な

計
画
と
目
配
り
、
心
配
り
の
お
陰
で
一

人
の
怪
我
も
な
く
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
の
親
睦
旅
行
が
出
来
た
事

に
感
謝
。

［
男
性
77
歳
］
少
々
遠
す
ぎ
た
か
な
？

〇
掲
載
記
事
の
変
更
の
お
詫
び

　

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
る
「
医
療

施
設
等
紹
介
」
及
び
「
九
十
路
に
生
き

る
」
は
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
「
佐
谷
区
の
会
員
の

ひ
ろ
ば
」
は
5
月
号
に
掲
載
、
「
編
集

後
記
」
は
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
省

略
し
ま
す
。

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
八
十
四
号

発
行
日　

令
和
五
年
三
月
七
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

合
屋　

浩
寿

編　

集　

広
報
部　

印
刷
所　

大
道
印
刷

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

佐　

谷　

百　

田　

美　

子　

様　

89
歳

令
和
4
年
10
月
20
日

山
の
神　

宇
都
宮　

定　

久　

様　

73
歳

令
和
4
年
11
月
12
日

甲
植
木　

今　

泉　

尚　

江　

様　

93
歳

令
和
4
年
11
月
17
日

昭　

穂　

吉　

田　

義　

信　

様　

74
歳

令
和
4
年
11
月
26
日

上
須
恵　

平　
　
　

ツ
ヤ
子　

様　

87
歳

令
和
4
年
11
月
28
日

城　

山　

豊　

田　
　
　

實　

様　

85
歳

令
和
4
年
11
月
29
日

須　

恵　

吉　

松　

主　

税　

様　

90
歳

令
和
5
年
1
月
4
日

城　

山　

前　

田　

利　

治　

様　

86
歳

令
和
5
年
1
月
9
日

会　

員　

訃　

報

スナップでみる活動のあれこれ
（会員研修旅行・体力測定講習会）

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


